
英語と計画言語

三 沢 美智子

･-theproblemofalanguageforinternationalcommunicationpresents

itselfastheconflictbetweenaplannedlanguage,Esperanto,which

isknowntofunctiontothesatisfactionofitsusers,andahegemonic

nationallanguage,which,asweallknow,is,today,English.

(Andr'eMartinet)(.I)

現代社会ではさまざまなレベルでの国際的なコミュニケーションが必要とさ

れている｡異なる言語の問の壁をこえて相互理解をはからなければならない必

要性にせまられているOここに Languagecontactsすなわち異言語接触の問

題が生じてくる｡はたして Martinetの主張するような conflictが考えられ

るのであろうか｡この稿においては,今や世界の諸言語のなかで,もっとも広

く普及している言語である英語と国際語に就いて,また計画言語 (あえて人工

語という語は避ける)であるエスペラントに就いて,外国語教育とも関連させ

て考察したい｡

英語はいまや世界の諸言語の中でもっともひろく普及している言語であるこ

とは否定できない｡アングロ･サクソン人が,イングランドに持ち込み,その

後の異言語民族殊にノルマンの侵入にももちこたえ,英語はその歴史に影響さ

*1 Martinet,A. A.TheProofofthePudding"InterlingulsticsP,5
*2 BBC:TheStoryofEnglishbyRobertMcCrumandothers.ed,by

M.Sugawara.Eihosha,cl986.p.9
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れ,いみじくも DanielDefoeがいうように Roman-Saxon-Danish-Norman

Englishともいえる一種の混成語的性格を持っ言語に発展 した0(.2)いまでは

英語はブリテン諸島の言語であるばかりではなく,世界の多くの国々の言語で

もある｡法的に唯一の公用語,または公用語の一つとしている国もあり,法的

にはきめられてはいないが事実上の公用語として受入れている国もある｡さら

に,多くの国々では,政治,文化,経済等の分野での活動が英語でなされてい

る｡また,世界中で多くの人々,殊に若者達がすすんで英語を学びたがってい

る｡英語が,進歩,近代性,などとむすび付けて考えられているからなのであ

る｡16世紀以来着実に力をつけ,七つの梅を制覇し,19世紀には世界貿易の総

量の四分の三をしめたともいわれた大英帝国が衰退しても,英語は独立後の旧

英国植民地国に,共通語的な機能を果たすものとして残った｡しかし英語の中

心はブリテン島から大西洋を越えてアメリカ合衆国に移り,ここに二つの英語

の変種,BritishEnglishと AmericanEnglishが生まれた｡英語が世界中

に広まるにつれて英語の多様化はすすむこととなり,様々な英語の変種とか

NewEnglishesについて論じられるようになってきている｡ この多様性に関

して,また,英語は誰のものかという議論までうまれる｡英語が世界のコミュ

ニケーションの最有力言語となっていることを示すデータには事欠かない｡英

語を第-言語,つまり母語とする約三億人をふくめて日常使用するのはほぼ七

億人であこと,世界の出版物の主要言語は英語であること,国際的なビジネス,

学会,外交,スポーツ界で,広く使用されている言語は英語であること,英語

は空港,航空管制の公用語であること,世界の科学者の論文の三文の二は,英

語で発表されていること,世界の郵便物の四分の三は英語によるものであるこ

と,エレクトニクス情報検索システム中の情報の80%は英語であること等,等

である.(.3)このように普及している英語は,万人の認める世界語となったの

であろうか｡もしまだであれば,そうなる可能性があるのであろうか｡

*3 Davies,A."IsInternationalEnglishInterlanguage?"TESOL
Quarlerlyp.455.
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この問題について考察をすすめるまえに,現代の多様化した,いわゆるさま

ざまな英語について,整理してみる必要がある｡鈴木孝夫のように,外国語教

育との関連から,英語も 世界中の人の共有財産としての国際英語と,アング

ロ･アメリカ人の私有財産 としての民族英語とに二分する考え方から,

RandolphQuirkのように,英語の変種をひろく考え,法律英語, ビジネス

英語などの用途分野別のものと,言語使用者の民族言語と所属国家の観点から

みたものを含めた分校法まである｡ (..) 小林素文は,機能面から英語を民族語,

国内共通語,および国際共通語に三分する｡筆者としては,下表に示すように,

母語または第一言語圏,および,非母語圏 (外国語圏を含む)の観点から分け

たい｡

母語としての英語

非母語としての英語

アングロ･サクソン人の民族語としての英語

(BritishEnglish)

母語となり､民族語化した英語

(American,Canadian,Australian,NewZealand

English.)

第二言語としての英語

外国語としての英語

複合言語国の共通語

(lndian,EastAfrican
Countries,etc,)

英語圏での第二言語

(U.S.A.U.K.etc.)

外国語としてかなり機能

している国の英語

(German,1taly,Japan,
Thai,etc.)

ある程度の教授が行われ

ている国の英語

*4 Quirk,R."LanguageVarietiesandStandardLanguage."JALT
Journalp.11118.
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ここで忘れてはならないのは日本は言語的にみると,世界のなかで例外的な

国であるということである｡人口の90%以上が唯一の公用語を使用する国は,

Wardhaugh によれば日本をはじめとす る数箇国 にす ぎない (Austria,

Bangladesh,TheDominicanRepublic,Germany,Iceland,Japan,Korea,

Portugal,Tunisia)｡さらに人口の大多数に,共通の言語が認められる国は世

界の三分の二にすぎず,言語と国家の同一性を持つ国も日本の他僅かなのだと

いう｡世界の国の数が200未満として,単純計算をすれば20-30の言語が一つ

の国家に存在することになる｡世界の多くの国々が複合言語国家なのである｡

田中克彦のいうエトノス,つまり,同じ言語,同じ風物習慣を共有する,自然

的な,生物的な結合体と,国家という人為的,政治的境界とが一致するとき,

その国家は自然の根拠に基づく安定性をうるが,不一致は民族問題,言語問題

を生み出す大きな要因となる.(.S)上記の数字からも明らかなように,ほとんど

の国が言語的に多様であり,言語的調和をはかる努力をしている｡言語は民族

性,identityと密接に関係するので,しばしば言語戦争にもなる｡現代の世

界はまだ英語を共通語とする globalVillageではない｡我が国における外国

語教育を考えるとき,また異言語接触のさいにもこのような世界の言語事情を

考慮にいれるべきである｡

先に論じたような英語の多用による,様々な英語の変種に大きな関心がよせ

られている｡外国語としてばかりでなく,母語としても,英語教育のありかた

をめぐって,どの変種を数えるべきかが問題になってきている｡(たとえば

CharleneSatoの "teachingofStandardEnglishasaseconddialect"の

見解など),(.6)小林東文もいうように母語集団の英語はその地域の文化を反映

した独自性を持ち,標準タイプの英語とは異なった様々な英語を生むからなの

である｡ (.,)我が国の英語教育界においても,英語教育のモデル, または目標

*5 田中克彦 国家語を越えて 筑摩書房 1989リp.191
*6 Sato,C.J."ANonstandardApproachtoStandardEnglish."

TESOLQuarterlyv.23,no.2
*7 小林東文 様々な英語 研究社 1988
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言語について,Anglo-AmericanEnglishに限定せず,数ある英語変種のなか

のいずれの英語でもよいという見解もでている｡武器としての英語を主張する

鈴木孝夫は,民族英語 (アングロ･アメリカ人の英語)ではなく,国際英語を

という｡Y,Nakayamaは,日本の英語教育では, "recognitionmodel"

と, "productiontarget"の区別をするべきであり,modelは, どの変種

の英語でもよく,後者については "TheproductiontargetforJapanese

learnersofEnglishcannot,neednot,andshouldnotbeAngloAmerican

English butitshouldbeanindigenousvarietyof"ValidEnglish"(.ot,

日本人英語であるべきだという｡日本での外国語としての英語教育のゴールを

JapaneseEnglishに置くことは早計であろう｡英語が共通語の役割を持た

ず,ほとんど"legacyoflocalizedEnglish"(Quirk,1989)のない日本のよ

うな国での英語教育,つまり外国語としての英語教育における modelについ

ては,本紀要 7号において主張したように,Anglo-AmericanEnglishがよい

のではないかと考える｡その根拠は,如何なる変種の英語を modelとして教

育されたとしても,productionつまり学習の成果としての英語は,学習者の

母語や文化の影響をうけざるをえず,中間言語の域をこえたとしても,norm

から逸脱するため manyEnglishesのひとつともいえる英語 (Japanese

English?)とならざるをえない｡外国語教育においては,インプットとアウ

トプットとの間に,距離があるのが一般的なのである｡そもそもさまざまな変

種英語は,アングロ･サクソンの民族語からの,なんらかの意味での逸脱,変

化したものといえる｡もちろん国際的コミュニケーションの場においては,い

わゆる言語愛国主義 "linguisticchauvinism''(Nakamura1989)は避けら

れなければならないし,如何なる変種もうけいれられなければならないが,日

本のような国における英語教育のターゲットには deviationの少ない言語,即

ちアングロ･アメリカン英語をとるのがよいと思われる｡Thedeviationwill

辛8 Nakayama,Y."SomeSuggestionsforMultinationalEnglishes."
JALTJoumalv.1,n.1
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produceitsdeviation Thevarietiesonceortwiceremovedcouldbe

barriersforinternationalcommunications."(.9) 変種から生まれた変種間

のコミュニケーションはむずかしいのである｡

以上,国際的に確固たる地位を占めていると自他共に認められている英語に

ついてその普及状態,多様性などを外国語教育と関連させて考察してきた｡は

たして英語は世界語になったのであろうか｡ここで異なる言語の壁をこえて直

接理解をはかるための方策についてかんがえてみる｡まず,･相手の言語を学習

すること,さもなければ,相手に己の母語を強制することであろう｡第三の方

策として,両者がそれぞれ自己の母語を使用しながら,円滑なコミュニケーショ

ンがはかれるほど,それぞれが相手の言語を学習している状態が考えられる｡

木村治美が,ある英語話者との公的な対談の際,このような方法で非常に気持

ちのよい,満足のいくコミュニケーションがはかれたという体験を何処かで述

べていたOこの第三の方策は異言語接触に際して,理想的な方策であろう.

しかし外国語の習得は容易ではない｡特にその言語と母語との隔たりがあるほ

ど,即ち,言語の頬型が異なるほど,その困難はいちじるしい.一般には長期

にわたる,なみなみならぬ努力が要求される.多くの時間,労力,資金を投じ

て,その結果に失望する学習者も少なくない｡今日地球上で使用される言語の

数は,3000-8000とも4000-8000ともいわれており定かではない｡それは,言

語には生死があり,pidgin,や Creoleのように比較的短期間に誕生する言語

もある｡成長している言語もあれば,消滅しかけている言語もある｡また方言

と言語との区切り方が微妙で学者により異なることもある｡言語統合であれ,

言語侵略であれ,多くの小言語は大言語に圧倒され消滅しつつあるなどの事情

のためである｡5000語ぐらいといわれることが多いようである｡しかし,言語

使用者数の見地から観ると,その5000語のうち,優勢言語はごく僅かで,

*9 Misawa,M."LanguageTransfer.astheMainFactorslnfluenclng
SegmentalPronunciation"BulletinofShinshuHonan Women's

JuniorCollegeV.7p38
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Chinese,English,Russian,Spanish,Hindiの5言語で45%,12言語で60%,

25言語で95%を占めるという｡それでも,我々にとって将来接触可能な言語は

不確定なので上記の理想的な第三の方策をとることは容易ではない｡第四の方

策は通訳の介在によるコミュニケーションである｡今日さまざまな異言語接触

の場で行われているやり方である｡込み入った高いレベルの外交交渉の場では

勿論優れた通訳に依存するわけであるが,舞台裏での微妙な取引には通訳抜き

のコミュニケーションがはかれる関係にあるほうが非常に有利である.この方

策には翻訳による文献情報の交換,入手もはいるであろう｡さて,第五の方策

としては,両者に共通の第三の言語によるコミュニケーションをはかることで

ある｡自らの体験から得た結論として Martineは

"Icametotheconclusionthat,ininternationalcontacts,linguistic

communicationismucheasierandmoreprofitableifitiscarried

outinalanguagewhichisnotthenativeoneofeitherinterlocutor.

Ifthisistrue,asimplequickly-learnedmedillmispreferablebyfar

toanexactingnationallanguagewhosenativespeakersaremore

inclinedtomakefunoftheforelgner'sslipsthantoconcentrate

onthemessage.(AMartinet)(..o)

と述べている｡いずれの話者の母語ではない言語によって相互理解をはかるほ

うが,どちらかの言語によるよりも,より容易で実りあるという｡この場合の

言語は両者に共通の,anativelanguaageいわゆる自然語の一つによること

が可能であり,現実によくおこなわれている｡しかしここで,Martinetが,自

然語の使用に難色をしめすのは,その自然語話者によるなんらかのevaluation

が避けられず,対等で,円滑なコミュニケーションの支障となるためなのであ

る｡この現象は前記の第-の方策をとる場合著しい｡中村敬は ｢英語はどんな

言語か｣のなかで,ある国際会議でのエピソードを引用している｡日本の代表

が発表 した英語のペーパーについて二人の英語の母語話者が主題に無関係

*10 Martinet,A "TheProofofthePudding''Interlinguistics1989p.5
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なことについて意見を述べ,さらに二人の英語の母語話者が主題について日本

人の英語を要約 して説明しようとした｡そのとき韓国の代表がその四人の態度

を厳 しく非難 したという｡少々長いが以下にその言葉を引用したい｡

Wewillno longertoleratethiskind ofattitude!Ladiesand

Gentlemen,weclearlyandfullyunderstandwhatourcolleague

from Japanhadtosay.Itwasabsolutelyinsultingwhentwoof

youmadecommentswhichwerecompletelyIrrelevanttothetopic

ofthepaper.Itclearlyindicatestomethatbecauseourcolleague

spokewithaJapaneseaccentthatimmediatelyyouthoughtthe

paperwasnotworthyofyourattention.Andthen theother

twogentlemen,withtheircondescendingattitude,weretryingto

paraphraseforustheintentofourcolleague'spaper.Ladie'sand

Gentlemen,thisisaninternationalconference.Itisabouttimethat

welaydownourlinguisticchauvinism andrestoreitwithsome

cross-culturaltolerance.

(大意 :ただいま四人の見せた態度をもう見逃すわけにはいきません｡皆さん,日

本の代表が何を言いたいか明確に100パーセント分かるでしょう｡

だからペーパーの内容と無関係なコメントをした二人の態度は人をバカ者扱いに

した失礼千万なものでした｡日本の代表の話す英語が日本式であったため,中身が

くだらないものと速断したことは明らかです｡さらに別の二人は旦那顔をしてペー

パーの意図を自分達の英語に置き換えて説明してくれました｡皆さん,この会は国

際会議です｡お互いの言語愛国主義を捨て,異文化を認め合う大きな心をもって,

真の国際会議として再生させるときがきている思うのです｡(.ll)

中村氏自身 も同様な経験を何回かもつうちに,｢自然語を共通語とすること

に乗 り越えることのできない障壁を感 じ,英語が "共通語 "としての地位を獲

得 しつつある今日の状況を改めて考えさせられている｣という｡ このような英

*11 中村 敬 英語はどんな言語か-英語の社会的特性 三省堂 1989 p.169
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語の nativespeakerの言語愛国主義とも,大言語話者の香りともいうべきも

のを特に強く感じるのは英語が外国語である人々であり,個人的親善友好の場

よりは,ハイレベルの外交,ビジネス交渉の場,国際的学術会議などの場で経

験すること多いであろう｡

異言語接触に際しての不都合を解消するために,相互に共通の言葉を,ひい

ては,全人矧 こ共通の言葉を語るようになりたいという人類の願望は,古くか

ら存在する｡Dulicenkoによれば,遠く二世紀までさかのぼれるという｡次

表の示すように,考案されたプロジェクトは,現在までに917にものぼるが,

19世紀に246,20世紀に560と,この200年間に非常に多くの試みがなされてい

る｡ (..2) しかしこの多くの試みのうち,プロジェクトの域を出て, "言語 "の

位置に達しているもの,つまり,実際に使用されている言語は衆知の如くェス

ペラントである｡まだ公的に国際語として認められてはいないが,実際に機能

しつつあるものである.BBCで もとりあげた TheStoTツ OfEnglish

の著者達は,そのなかで,現在英語は他国籍標準語ともいうべきものであり,

人頬史上初の世界語となったと明言している.さらに,1887年にポーランドの

ザメンホフが考案したエスペラントについて,数ある人工語の中で依然として

もっとも普及しているものであり,現在700万乃至1200万の人々に使用されて

いるが,それはやや不自然なビクトリア朝後期の合理主義の遺物であるしかな

いとのべている. (.13) しかし,はたして筆者のユダヤ系アメリカ人の友人も断

言したように, "Esperantoisover." なのであろうか｡現代的な,また将

来的な意義は持たないのであろうか｡

さてここで,用語について語義的に整理してみる必要があるとおもわれる｡

よく使われる ｢国際語｣は,異なる言語間の相互理解をはかるために使用され

る言語と考えられる｡とすれば,そのときどさで,様々な言語が国際語であり

*12 Dulicenko,A.D."EthnicLanguageandPlannedLanguage.
InterlingulSticsp.51

*13 McCrum,Robertandothers.TheStoryofEnglishc1987tr.by
lwasakiandothersp.56,51.
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世界共通語試作の歴史 (2-20世紀)

ProjecLSO/un-'VerSalandl'nterl7atEonatlanguageS

Ccnhty 25-yeaTPCriod numbcrollanguageproJ∝LS
2 1

7-8 1
12 1
13 1

･山metJnhown 8

)6 1501-15251526-15501551-1575)575-)60yezLruJihovvn 215 8

17 l601-1625l626-)6501651.16751676-1700yeaTunhown 262076 7i

18 1701.17251726-17501751.17751776-18∝)yeaTunknown 4318223 一面

19 1801.1825J826-18501851-1875)875-lワ∝)･yeamnknown 2934551199 …福

To【aJforthe2ndlo201hcentury.･917languageprojects.

うる｡言語A,B間のコミュニケーションのために,A,B.またはC言語が

使用されれば,それぞれA,B,またはCが,国際語の役割をはたすことにな

るo世界におけるあらゆる異言語接触の場で使用される国際語の意味では,世
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界共通語というほうが的確であろう｡異言語間のコミュニケーションのための

世界共通語の試作の歴史は,前表の示すように長い歴史を持つ｡

同表に示されたような912もの試みにたいして languasgeでなく project

の用語があてられているのは, このような plannedlanguagesの試案は,堤

案された当初からlanguageとは認められず,時をかけ,徐々に発達 して"言

語"の段階に到達するという interlinguistics(定着 した邦語ではないかもし

れないが.ここでは ｢国際語学｣とする)の分野での一般的な見解にもとずく

ものである｡DetlevBlankeは,languageprojectsを,その発展段階に応じて,

Projectー Semi-1anguageー Fulllanguage

と分類する.計画の大多数は第一段階の projectにとどまり,少数のものが

semi-1anguageに達する｡そして現在のところ最終段階に達 したものは,エ

スペラント唯一であると主張 している. (.ll) つまりエスペラントは,a

plannedlanguageではなくtheplannedlanguageであるといってよい｡ こ

こではすべての projectsにたいして ｢計画言語｣の語を用いることにする｡

なお,｢人工語｣の用語を避けて ｢計画言語｣を用いるのは,前者には,いわ

ゆる正統派言語学の立場からの,一種の蔑みともいえるニューアンスが感 じら

れるからである｡既に1947年に,エスペラントに対する競合相手の ｢計画言語｣

のひとっであるイ ドの旗頭のひとりの HenryJacobは "Esperantois

todaytheonlyartificiallanguagewhichhasbeenabletoform andto

maintainamassmovement" と認めている. (.1,)すべての計画言語のなか

でエスペラントだけが将来の可能性に関する推論というよりは実際に機能して

いる言語現象の観察に基づく研究ができる唯一のものなのである.

世界共通語の模索の歴史は,MarioPeiのいう Onelanguageforthe

worldを将来的な目標とする共通語,つまり第-言語としての世界語を目指

*14,*15Schubert,Klaus...Interlinguistics"InterlinguistiesN.Y..
MoutondeGruylter1989,p.20
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すものと,母語プラスの第二言語としての世界語または国際補助語の模索の歴

史であるが,罪-の理想はあまりにも非現実的である｡人間は自発的に己の母

語を放棄しない｡それは自己の identityを放棄することになると考えられ,

自分の属する種族と文化の否定となるからである｡それゆえ世界共通語の模索

は主として後者の歴史であり,それは,民族語,いわゆる自然語の使用を考え

るか,計画言語を考案するかの二者択一の方向がある.民族語の使用は,その

言語をその停用いるか,その改造語,一般には単純化したものを用いるかのい

ずれかとなる｡歴史的には,人間の体験,文化,思想は,広い意味では同種で

あり,何処においても必要なコードさえ与えられれば相互理解は可能だと考え

るユニパーサリスト達は ｢自然語｣を提唱し,人間の文化,思想は,本質的に

は固有のものであり,その言語によってのみ理解され,感得されると考える相

対論者は,計画言語を提唱してきた｡(.16)

世界共通語は鈴木孝夫もいうように,すべての国の人の共有財産であるから,

みなが同じ権利を持っべきである｡どの民族にとっても負担,労力が同じ程度

の言語,つまり学習の難易度が同じであることが望ましい｡同一言語内におけ

る標準語にしても,世界共通語にしても,理想は得をするひとが誰もいないこ

とである｡しかし現実は,アングロ･アメリカン英語が多くの場合国際語の役

割をはたしている｡理論的には,特定の何れかの民族語を世界共通語に使用す

ることは,最良の道とはならない｡いかに広く使用されているとはいえ,英語

使用の一般化が問題解決にはならない｡英語話者を優位におくことになるから

である｡このように特定の有力な言語の母語話者に特権を与えず,小言語を危

機に追い込まないための一方法として前表で明らかなように,エスペラントが

代表する計画言語試作が為されてきた｡1887年,大国の諸言語にはさまれ 言

語的偏見,不平等などに苦しむ人々が住むロシア支配下のワルシャワでザメン

ホフによって,ヨーロッパ系諸語をもとにして構想されたェスペラントは,氏

*16 Davies,A."IsInternationalEnglishanInterlanguge?''TESOL
Quarlerly1989,p.451

52



族,国家をこえた,中立,平等で,学び易い言語をめざした｡大文豪 トルスト

イは,ザメンホフから,小冊子を贈られて,わずか2時間でマスターしたと自

ら発表している｡さまざまな言葉を話す人々の問に平等なコミュニケーション

を打ち立てるというエスペラントの背後にある思想を誰も批判できない｡しか

しそれが本質的にヨーロッパ語的特質を持つゆえに,政治的中立性は保てても

言語的にはヨーロッパ優位主義であることは否定できない｡アジア人である我々

にとってエスペラントの学習はトルストイのようなわけにはいかないのである｡

しかしながら,HumphreyTonkinもいうようにどこの国の人もヨーロッパの

ことばを何か学習する風潮を認めるならば,そのかわりにエスペラントを学べ

ば,やはり学びやすいと考えられるから,何れかの欧語への橋渡し言語的に働

かせることを考慮にいれることもよいのではないだろうか｡100余年の歴史を

持つエスペラントは,世界エスペラント協会の本部を,ロッテルダムにもち毎

年世界のエスペランチストが大会につどうほか,種々の国際的な催し,出版事

業,研究活動や交流等に生きた言語として使用されている｡科学技術の急速な

発達に伴い社会が著しい変化をとげたこの100年間にエスペラントが人間の様々

な活動の領域に使用されると,エスペランチストは新しい表現方法をもとめ.

語桑は増大した｡英語からの借入語的な現象もみられるという.日本エスペラ

ント学会誌によると,東欧を中心としてエスペラント･ラジオ放送もおこなわ

れているという｡エストニアのタリン放送,リトアニアのビリニュス放送,ポー

ランドのワルシャワ放送,オーストラリア放送,ハンガ1)-のペーチ放送,ユー

ゴスラビアのサタレフ放送,バチカン放送,スイス放送,北京放送等であ

るo (.1,)しかしながら,エスペランチストの数の伸びははかばかしくないとい

う｡英語が世界共通語に近づいたといわれるまでに普及した理由は何であろう

か｡言語侵略をも伴った英帝国への発展,その帝国衰退にかわるアメリカ合衆

国の国力台頭,旧英帝国植民地国における言語事情等の歴史的要素,歴史的帰

結による混合語的な英語という言語的要素が考えられる｡現代では経宿,軍亀

*17LaReuuoOT･ientav.58,n.10(1990)p.5.
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政治力が大きな要素となっている｡それとともに人々がその必要性を感じて習

得する言語であることも忘れてはならないであろう｡エスペラントには経済,

軍事,政治力等はない｡若者を中心として国際ホームステイ制度などを利用し

て世界旅行を目的とするエスペランチスト達もいるようであるが,｢股的には,

エスペラントに魅力を感ずる人はその思想にたいしてであり,精神的平等性に

たいしてであろう｡その背景に政治力も経済力もないので言語の学習は,101

ヶ国に散らばる協会員や,数十ヶ国にある協会による個人的努力に依存する｡

日本におけるエスペラント教授について,松本清 (1983)の言によると,必修

または選択としての正式科目としているのは,東京大学,明治大学,神戸市立

外国語大学だけで,ほとんどは,小,中,高校,および大学におけるクラブ活

動で行われているそうである.(..8)それに対して,英語教育は今やビッグ･ビ

ジネスであり,英語国の主要な ｢輸出品｣である｡現代世界における英語の優

位性にたいして,エスペラント運動の理想主義は太刀打ちできそうもない｡

異言語接触で,殊に問題が多いのは様々な言語話者の集まる種々の国際会議

であろう｡その代表的な国連では衆知のように,中国語,フランス語,ロシア

語,英語,スペイン語の5言語が公用語で,後にアラビア語が一部の会議に加

えられた｡鈴木孝夫によると,ヨーロッパ共同体では参加国すべての言語を公

用語として認めているのでその通訳のために莫大な費用と時間がかかるという｡

また,万国郵便連合ではフランス語が,世界民間航空機構では,英語が公用語

と決められている｡ (.1,)公用語になれない母語の話者の不利は想像に難くない｡

言語とナショナリズムの問題の解決は難しいのである｡学術的な国際会議や,

学問分野殊に科学の分野では英語が国際補助語的役割を果たすことが多いので,

英語の習得なしには情報入手に支障をきたし,ひいては学問の発展にも遅れを

とることになる｡英語が普及するにつれ英語に対する反発も生ずる｡英語が科

学分野の国際補助語となることを,あるソ連の著者は批判して,英語話者は外

*18 松本清 "日本の学校におけるエスペラント教授"言語 1983.10 81-83
*19 鈴木孝夫 武器としてのことば 新潮社 198594-95
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国語の学習の必要がなく,その時問を科学研究にあてられるので二重に有利で

ある｡さらにその国の科学技術の進歩,経済発展,政治的有利性にもつながる｡

そのようなことを他の国ぐにがゆるすはずはないといっている.(.20) 現実的に

英語が国際補助語の役割を果たしているからといっても,英語が真の,つまり,

すべての人々が認める世界共通語になったのでも,なりうるとも言えないので

はないか｡しぶしぶ英語にその座を譲らざるを得なくなったフランス語なども

英語の侵入を防ぐべく必死である.人類の歴史をたどると,地理的,活動分野

的に制限されたものではあるが,一種の共通語の役目を果たした言語が現われ

ては消えた｡第二次世界大戦以後の英語の地位は今迄になかったほどの確固た

るものになりつつある｡民族語が共通語となることの不合理を認められながら

も現実主義が理想に勝る人間社会において,現在は英語がその地位にあるのだ

が,それは一種の必要悪ともいえる｡英帝国のあとを引き継いだアメリカの勢

力により築かれてきた英語の地位がどうなるのか,アメリカの国力とは無関係

に,アングロ･アメリカン英語を-変種とする様々な変種がますます普及する

のか,またはそれに代わる民族語が台頭するのかは分からない｡エスペラント

の理想は,人類の言語問題について,一種のチェック機能として絶えず我々に

はたらきかけていくとともに,理想実現への問いかけを続けるべきであろう｡

英語話者に望みたいことは下記の引用にも伺われるような大言語主義的思い

上がりを捨て,様々な英語変種の理解につとめ,外国語としての英語教育に際

しては学習者の母語を学習し,一方的 ｢宗主国家語｣(田中克彦)の,押付け

的態度をとらないことである｡アメリカの Lehigh大学では学部学生にたい

して外国語を必修科目からはずしたという｡外国語学習の価値を疑問視するた

めではなく,従来の外国語必修が効果をあげていないからだという｡外国語学

習に無関心な学生に-,二学期必修としても効果はないので,そのかわり外国

の歴史,文化 宗教,外交,等を学ばせ言語に関心を持った学生に選択させる

*20 Large,A.TheArlificialLanguageMouement.0Ⅹford:Basil
Blackwell,C1985 p.20
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ほうがよいという趣旨のようである｡同大学の外国語学部主任はさらに,

Arabic,Chinese,Japanese,Russianのような難しい言語を必修のひとつと

して学習させる理由はないという｡その時間を外国事情などの学習にあてるほ

うが教育効果があがるというわけであるが,これは外国語学習にともなう普遍

的問題なのである｡田中克彦もいうように母語で提供される知的分野の広さ深

さは,外国語学習におけるそれとは比較にならないのである｡この事情は学年

がすすむはど両者の差は絶望的におおきくなるのである｡それにもかかわらず,

非英語母語者は外国語学習に時間とェネルギーを注いでいるのである0

"Inaworldwherevirtuallyeveryoneelsemakesstrenuousefforts

tolearnEnglish,itseemsinappropreatetomerelyrequireofallUS

studentsamodicum oflanguagestudysolateintheiracademic
M

CareerS.(+21)､

事実上世界中の人々が熱心に英語を学んでいるのであるから,アメリカの大

学生に外国語を僅かばかり必修させるのは適切ではない,というのはどうであ

ろうか｡相手の母語に関心なくしては,たとえ英語を介してのコミュニケーショ

ンであっても,充分理解し合えないし,何故相手の使用する英語が少々違うの

か理解できないであろう｡

*21Pankenier,I)avid."IneffectiveMethods.WesternBias"TheDaily
Yomiuri10,18,1990.
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